
ヤマザキ動物看護大学大学院カリキュラムツリー

前期 後期 前期 後期

教育課程

1年次 2年次

人と動物の共生社会における公衆衛

生学に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病

院、動物関連企業及び動物関連団体

等において公衆衛生の教育に貢献

し、動物看護学の教育・研究・発展

に意欲を有する者

イ

ウ

エ

専門科目の動物人間関係学領域にお

いては、人と動物の関係を理解する

能力を養うために応用動物人間関係

学Ⅰ及び演習、応用動物人間関係学

Ⅱ及び演習を配置する

基礎科目において、動物看護教育の

歴史・制度を理解する能力を養うた

めに動物看護教育特論を配置する

専門科目においては、公衆衛生を教

育・指導する能力を養うために応用

動物人間関係学Ⅰ及び演習を配置す

る

さらに、人と動物の関係性を理解す

るために応用動物人間関係学Ⅱ及び

演習を配置する

教育目標である生命を尊重する倫理観及

び幅広い視野を身につけている

各専門分野の修士論文に関わる研究によ

り論理的思考力を身につけている

ディプロマポリシー

（DP）

ァ

オ

動物看護師の養成所（専修学校等）、動

物病院、動物関連企業及び動物関連団体

等において必要とされる公衆衛生の専門

知識を有し、社会に貢献できる教育・指

導力、課題解決能力を修得している

エ

動物看護学、動物人間関係学の基礎

知識を有する者または研究テーマに

沿った基礎知識を有する者

オ

アドミッションポリシー

（AP）

学士課程を基盤に基礎科目において

は、生命倫理学特論及び動物愛護・

福祉特論を必修科目として配置する

動物看護学領域、動物人間関係学領

域の基盤となる動物看護学Ⅰ、動物

人間関係学特論、ヒトと動物の環境

科学特論を必修として配置する

動物愛護の精神に則り、本学の建学

の精神及び教育理念に共感する者

カリキュラムポリシー

（CP）

ァ

動物看護領域または動物人間関係学

領域における研究能力及び課題解決

能力を養い、修士論文を作成するた

めに基礎科目に研究方法論及び特別

研究を配置する

専門科目の動物看護学領域において

は、高度動物医療における動物看護

能力を養うために応用動物看護学Ⅰ

及び演習、応用動物看護学Ⅱ及び演

習を配置する

オ

ァ

イ

エ

ウ

動物人間関係学に興味・関心があ

り、人と動物の豊かな共生社会の構

築に貢献し、動物人間関係学の研

究・発展に意欲を有する者

動物看護学に興味・関心があり、動

物病院等において動物看護師として

チーム動物医療に貢献し、高度動物

医療の研究・発展に意欲を有する者

【養成する人材像】

ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を尊重する倫理観を備え、社会に貢献する人材

イ 動物病院等に従事し、動物看護師として、高度動物医療の研究・発展に貢献する人材

ウ 動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、人と動物の共生に関する研究・発展に貢献する人材

エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の

教育・指導に貢献する人材

オ 研究により身につけた論理的思考力をもって、発展するペット関連産業界（動物医療含む）に貢献する人材

特 別 研 究（必）

＜建学の精神＞ ＜教育理念＞

「生命への畏敬」「職業人としての自立」 「生命（いのち）を生きる」

＜教育研究上の理念及び目的＞

ア 教育研究上の理念は、生命を尊重する倫理観を備え、幅広い視野と創造性をもった豊かな人間教育を行うことである

イ 本研究科は、法制化された動物看護師がチーム動物医療において果たす役割に鑑み、動物看護学に関する学術的理論及びその

応用を深く教授研究することを目的とする

ウ 本研究科は、人と動物の豊かな共生社会を構築するため、人と動物の関係に関する学術的理論及びその応用を深く教授研究する

ことを目的とする

エ 本研究科は、動物看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の

教育・指導に貢献するため、学術的理論及びその応用を深く教授研究することを目的とする

オ 本研究科は、ペット関連産業界（動物医療を含む）の発展のために、動物看護学及び動物人間関係学の研究を

深く追求し、２領域の指導者を養成することを 目的とする

・8月

中間報告会

修士論文の執筆開始

・3月

研究発表・論文提出

審査・合否判定・学位授与

・10月

研究計画書の作成

倫理審査 研究開始

【基礎科目】 【専門科目】 【特別研究】

動物看護学領域 動物人間関係学領域

生命倫理学特論（必）

動物愛護・福祉特論（必）

動物看護学Ⅰ（必）

動物看護学Ⅱ（選）

動物看護学演習（選）

動物人間関係学特論（必）

動物人間関係学演習（選）

ヒトと動物の環境科学特論（必）

研究方法論（必）

【動物人間関係学領域】

応用動物人間関係学Ⅰ（選）

応用動物人間関係学Ⅱ（選）

基礎科目

専門科目

・～９月

指導教員の決定

研究テーマの決定

動物看護教育特論（必）

【動物看護学領域】

応用動物看護学Ⅰ（選）

応用動物看護学Ⅱ（選）

【インターンシップ】インターンシップ（選）

イ

動物病院等において高度動物医療に必

要とされる動物看護学の専門知識を有

し、課題解決能力を修得している

ウ

動物関連企業及び動物関連団体等におい

て必要とされる人と動物の共生に関する

知識を有し、課題解決能力を修得してい

る

【動物看護学領域】

応用動物看護学演習Ⅰ（選）

応用動物看護学演習Ⅱ（選）

【動物看護学領域】

応用動物人間関係学演習Ⅰ（選）

応用動物人間関係学演習Ⅱ（選）
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